
ＰＣ一人一台の設置
に対応したルール作り
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原田まり子
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平成２１年度当初の状況

１ 現状把握 校内アンケートの実施

２ 問題点

⑴個人ＰＣ、個人ＵＳＢの使用。
⑵危機意識が低い
⑶ＰＣセキュリティ対策操作が不案内。
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３ 当面の取組み

⑴４つの安全管理措置の実行
組織的・人的・ 物理的・技術的

⑵校内の個人情報の明確化
個人のＰＣ・ＵＳＢに保管されている

個人情報の把握

⑶データ移し替え
暗号化対策ソフト付きＵＳＢへ個人情報

を移動。



４ 事務職員の取り組み

⑴現職教育での演習
個人ＰＣを持ち寄っての、セキュリティ演習

⑵個人情報関連規程作り
22年度「教育計画」に入れる

⑶サーバー管理図の作成
管理システムの構築

⑷事務だよりによる注意喚起
情報セキュリティの情報提供

⑸公用ＰＣ使い方の継続的な研修
22年度の転入者に、情報セキュリティ対策の
説明を個別に行う。
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サーバー
管理図
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情報セキュリティの情報提供
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①安全管理面での前進
１人１台のＰＣ環境が実現
個人情報のサーバー管理

②データー文書の管理の徹底
サーバー管理図

③教育計画の充実
個人情報管理規程・機密文書のレベル分け

④情報報管理委員会の設置
新ＰＣ環境対応の研修

⑴成果

５ 現在の状況
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①情報管理委員会の機能の活用

セキュリティ演習の実施など

②情報管理簿の使用の徹底

③職員室ＰＣの退勤時の管理

④個人情報のサーバーパスワードの変更

⑤機密文書の保管スペースの確保

⑵ 課題 危機意識の継続


